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（2） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，日本プラスチ

ック工業連盟（JPIF）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格

を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本産業規格

である。これによって，JIS K 7342:2007 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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プラスチック－火災試験－標準着火源 

Plastics-Fire tests-Standard ignition sources 

 
序文 

この規格は，2020 年に第 3 版として発行された ISO 10093 を基に，技術的内容を変更して作成した日本

産業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。

技術的差異の一覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

火災は多様な着火源を原因として発生する。建築火災の統計解析は，次の主な一次着火源及び二次着火

源を示している。 

a) 調理器 

b) 暖房器 

c) 電線，電気接続器及び端子 

d) その他の電気製品（例えば，洗濯機，寝具加温器，テレビ，湯沸かし器） 

e) たばこ 

f) マッチ及び喫煙用ガスライター 

g) ブローランプバーナー，トーチバーナー及び溶接用トーチ 

h) ごみの燃焼 

i) ろうそく 

このリストは，火災の主な出火源を示している。火災源に関する調査では，最初に火のつ（点）いたた

ばこ又はマッチが紙くず上に落下して着火し，これが更に大きな燃焼の源となることを示している。他の

火災源が，火災を恣意的に起こすために用いられることもある。 

プラスチックに関わる着火源を調査する場合には，火災統計に基づいて次の質問への答えを探ることが

重要である。 

1) 多様な火災リスクにおける着火源の強度はどの程度であるか？ 

2) 二次着火源を発生させる寄与の度合いはどの程度であるか？ 

3) 二次着火源に関してどのように着目すべきか？ 

4) 着火源がどのように火災における人命喪失に関わるか？ 

この規格に記載する試験用着火源は，プラスチックが関わる実際の火災の原因となる着火源を模擬する

ことを目指している。試験用着火源の試験室内繰返し精度及び試験室間再現精度は，実際の火災における

着火源の試験室内繰返し精度及び試験室間再現精度よりも優れており，試験で用いることが望ましい。 


